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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、60Sリボソームサブユニットの構成要素であるリボソームタンパク質をコードしています。ニワトリの関連タンパク質はc-Junに結合し、c-Junを介した転写活性化を抑制することができます。この遺伝子の変異と自閉症スペクトラム障害との関連が示唆されている研究もありますが、関連性を認めない研究もあります。この遺伝子には複数の擬遺伝子がゲノム中に散在しています。選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生じます。[RefSeq提供、2015年1月]、発達段階：脂肪細胞、腎臓、心臓の分化過程においてダウンレギュレーションが認められます。、疾患：RPL10遺伝子の欠損がX連鎖性自閉症の感受性の原因である可能性があります[MIM:209850]。自閉症は広汎性発達障害（PDD）であり、典型的な特徴としては、相互の社会的相互作用およびコミュニケーションの障害、興味および活動の限定的かつ定型的なパターン、および 3 歳までに発達異常が存在することが挙げられます。,類似性:リボソームタンパク質 L10e ファミリーに属します。,
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	インスリン0.01u/mlを15分間処理したK562細胞のライセートを、60Sリボソームタンパク質L10抗体を用いてウェスタンブロット解析した。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	1：500に希釈したQMポリクローナル抗体を使用した顧客（猫サンプル）のウェスタンブロット分析

